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　人文科学研究所の研究により，登戸研究所が歴史的に重要であると学術的に
示されたこともあり，当時の戸沢充則学長は，登戸研究所跡地を大学として保
存し活用すると表明します（図 14）。これに基づき，1999（平成 11）年 4 月には，
学長の下「登戸研究所跡地の保存及び活用に関する検討委員会」が発足しまし
た。 この中で５号棟（旧偽札印刷工場）・36 号棟（旧生物化学兵器研究棟） を
展示資料館・平和学習の場として活用することが模索され， 明治大学創立 120
周年にあたる 2001 年に展示施設およびモニュメントの設立を決定しました。
　しかし，当時，学内では学生運動が激しくなり，明治大学は正常な大学運営

が で き な い 状 態 に 陥 っ て い ま し た。 こ
れ を 問 題 視 し た 大 学 は「明 治 大 学 完 全
正 常 化」 に 全 力 を 挙 げ る こ と を 表 明 し
ま す。 登 戸 研 究 所 保 存 運 動 を 行 う 学 生
ら の 一 部 が 学 生 運 動 に 関 係 し て い た こ
とから，2000 年， 新たに就任した山田
雄 一 学 長 に よ り， 登 戸 研 究 所 に 関 す る
す べ て の 保 存 と 活 用 方 法 が 凍 結 さ れ る
ことになりました。
　 登 研 会 で は 上 記 検 討 委 員 会 の 発 足 を
う け， 前 述 の 請 願 書 を 用 意 し て い ま し
たが，渡すことは叶いませんでした。
　 凍 結 さ れ て い る 間 に も「保 存 を 求 め
る 会」 は， ５ 号 棟 の 一 部 に「登 戸 研 究
所 ミ ニ 展 示 室」 を 独 自 に 設 置， 元 勤 務
員 を 講 師 に 迎 え た 講 演 会 を 開 催 す る な
ど 保 存・ 活 用 の 運 動 を 続 け ま し た が，
大 学 内 で 正 式 な 取 り 組 み が 成 さ れ る こ
とはありませんでした。

２登戸研究所跡地の保存・活用の兆しと凍結

図 14　「旧登戸研究所の保存・活用について」
1998（平成 10）年 2月 14 日，学長室発信（明治大学所蔵）

図 15　ミニ展示室の案内
2000（平成 12）年撮影（明治大学所蔵）
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「登戸研究所資料館」 展示候補資料リストと展示イメージ図

1999 年に発足した「登戸研究所跡地の保存及び活用に関する検討
委員会」で出された５号棟および 36 号棟を活用した展示案。

1999（平成 11）年 9月｜森　恒夫｜明治大学所蔵
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『明治大学新聞』

登戸研究所の保存と活用について凍結された後も，保存を求める会や
学生会による保存運動は続けられた。

2000（平成 12）年 4月 7日｜明治大学新聞学会｜明治大学所蔵
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